
昨今、プラスチック資源循環が重要視されてきており、令和元年5月「プラスチック資源循環戦略」を策定、令和3年6月「プラス
チックにかかわる資源循環の促進等に関する法律」が成立しました。これらの目指す方向性は、「3R+Renewableの基本原則」

「6つのマイルストーン」となります。

合成高分子樹脂
プラスチック

関連製品ダイジェスト

循環型社会の形成に役立つ製品群、教えます！

本ダイジェストカタログは、プラスチックの評
価・試験等に活用できる製品機器を選定し、紹介
しております。

環境問題

成型加工検査

環境性能試験
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分類 名称 略称
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汎用プラスチック

ポリプロピレン PP 100～140℃ ◦ - ◦ - - - - - - - - - - - - - 最も比重が小さい(0.9～0.91） 包装フィルム·食品容器·医療器具など
ポリエチレン PE 90～110℃ - ◦ - - ◦ ◦ - - ◦ ◦ - ◦ ◦ - - - 不透明（白色） 包装材、灯油·ガソリンタンクなど
ポリエチレンテレフタレート PET 50～80℃ - ◦ - - ◦ - - - ◦ - - - - - - - 透明性 食品容器、ペットボトル
ポリ塩化ビニル PVC 60～80℃ - - - - - ◦ - - ◦ ◦ - ◦ ◦ - - - 可塑剤を加えると軟質になる 上下水道管、ビニルレザー、床材など
ポリスチレン PS 60～90℃ - - - ◦ - ◦ ◦ - - - - ◦ ◦ - - - 熱可塑性樹脂類中で成形しやすい 食品容器、断熱建材など
ABS樹脂 ABS 70～100℃ - ◦ ◦ ◦ - ◦ ◦ - - - - ◦ ◦ - - - 機械特性のバランスが良い 自動車部品(内外装)、建材（室内用）など
アクリル樹脂（メタクリル樹脂） PMMA 70～90℃ - - ◦ ◦ - - - - - - ◦ ◦ - ◦ - - 透明性、表面光沢性、耐擦傷性 車両部品、照明盤、コンタクトレンズなど

汎用エンジニアリング樹脂

ポリアミド（ナイロン） PA 80～140℃ ◦ - ◦ - 　 ◦ - - - ◦ ◦ - ◦ - ◦ - 強靭性、自己潤滑性 自動車、食品包装、釣り糸など
ポリアセタール POM 80～120℃ ◦ - ◦ - ◦ ◦ - - ◦ ◦ ◦ - ◦ - - - 弾性率、耐衝撃性、自己潤滑性 自動車、文具·雑貨類など
ポリカーボネート PC 120～130℃ ◦ ◦ ◦ - - ◦ ◦ - ◦ - - - - ◦ ◦ - 透明性、耐衝撃性 CD/DVD、光ファイバ、スーツケース
ポリブチレンテレフタレート PBT 60～140℃ ◦ - - - - - ◦ ◦ - ◦ ◦ - - - - ◦ 耐油性、耐摩耗性 電気電子部品、自動車
変性ポリフェニレンエーテル m-PPE - - - - - ◦ ◦ - ◦ ◦ - ◦ ◦ ◦ - - ◦ 不透明、耐油性、耐摩耗性 電気電子部品、自動車、水回り部品

スーパーエンジニアリング樹脂

ポリスルホン PSU 160℃ ◦ - ◦ - - ◦ - ◦ - - - ◦ ◦ - - ◦ 透明性、耐加水分解性 精密機械部品、人工透析膜、
ポリエーテル·サルフォン PES 180～190℃ ◦ - ◦ - - ◦ - - ◦ - - ◦ ◦ - - ◦ 食品容器衛生規格（厚生省告示 20号）に合致 電子部品、調理用具、耐熱塗料など
ポリフェニレン·スルファイド PPS 200～220℃ ◦ - ◦ - ◦ ◦ - ◦ - - ◦ - - - - ◦ 金属との密着性がよい 電子部品、精密機器部品、コーティング材料
ポリアリレート PAR 140℃ ◦ - ◦ - - - - ◦ - - ◦ - - ◦ - ◦ ばね弾性、耐摩耗性 電気関連部品、容器など

熱硬化型樹脂

フェノール樹脂 PF 150℃ ◦ - - - ◦ - - - ◦ - - ◦ - - - ◦ 金属代替部品に最適 車載部品、塗料、半導体封止材など
エポキシ樹脂 EP 150～200℃ ◦ - ◦ - ◦ ◦ - ◦ ◦ - - ◦ ◦ - - - 接着力が大きい IC封止材、塗料、接着剤など
ポリウレタン樹脂 PUR 90～130℃ - - ◦ - - - - - - - ◦ - - - - - 発泡体、接着剤に適用 建材、断熱材、接着剤など
メラニン樹脂 MF 110～130℃ - - - - - - - - ◦ - - - - ◦ - - 光沢あり、耐摩耗性、焼付塗料 自動車、電気製品（塗装剤として）
不飽和ポリエステル樹脂 UP 130～150℃ ◦ - - - ◦ - - ◦ ◦ ◦ - - - - - - 紫外線硬化する 化粧板、塗料、浴槽など

合成高分子樹脂（プラスチック）の用途、目的にもとづいた、評価試験などの製品をダイジェストにまとめました。合成高分子樹脂（プラスチック）の用途、目的にもとづいた、評価試験などの製品をダイジェストにまとめました。

合成高分子樹脂の特性

合成高分子樹脂（プラスチック）の関連製品ダイジェスト合成高分子樹脂（プラスチック）の関連製品ダイジェスト

環境問題に
関する製品紹介

生分解性プラスチック
結晶性評価 示差走査熱量計

生分解度評価 生分解性試験装置

マイクロプラスチック
マイクロプラスチックの分析 フーリエ変換赤外分光装置

サンプル前処理 ヤマト科学ブランド製品

再生合成高分子樹脂 樹脂の元素分析（有機微量分析） 有機微量分析装置

成型加工の検査に
関する製品紹介

合成高分子樹脂の
成型後の観察

脂の表面観察 デジタルマイクロスコープ

樹脂の内部観察 三次元計測X線CT装置

環境性能試験に
関する製品紹介

合成高分子樹脂の自然
劣化の再現時間を短縮 耐候性試験装置の進化 耐候性試験装置

合成高分子樹脂の機械
試験をおこなう 機械試験 テンシロン万能試験機

合成高分子樹脂の難燃性
試験をおこなう 難燃性試験 ヒュームフード

P.4

P.5

P.6

P.7

P.8

P.9

P.9

P.10

P.11

P.11
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汎用プラスチック

ポリプロピレン PP 100～140℃ ◦ - ◦ - - - - - - - - - - - - - 最も比重が小さい(0.9～0.91） 包装フィルム·食品容器·医療器具など
ポリエチレン PE 90～110℃ - ◦ - - ◦ ◦ - - ◦ ◦ - ◦ ◦ - - - 不透明（白色） 包装材、灯油·ガソリンタンクなど
ポリエチレンテレフタレート PET 50～80℃ - ◦ - - ◦ - - - ◦ - - - - - - - 透明性 食品容器、ペットボトル
ポリ塩化ビニル PVC 60～80℃ - - - - - ◦ - - ◦ ◦ - ◦ ◦ - - - 可塑剤を加えると軟質になる 上下水道管、ビニルレザー、床材など
ポリスチレン PS 60～90℃ - - - ◦ - ◦ ◦ - - - - ◦ ◦ - - - 熱可塑性樹脂類中で成形しやすい 食品容器、断熱建材など
ABS樹脂 ABS 70～100℃ - ◦ ◦ ◦ - ◦ ◦ - - - - ◦ ◦ - - - 機械特性のバランスが良い 自動車部品(内外装)、建材（室内用）など
アクリル樹脂（メタクリル樹脂） PMMA 70～90℃ - - ◦ ◦ - - - - - - ◦ ◦ - ◦ - - 透明性、表面光沢性、耐擦傷性 車両部品、照明盤、コンタクトレンズなど

汎用エンジニアリング樹脂

ポリアミド（ナイロン） PA 80～140℃ ◦ - ◦ - 　 ◦ - - - ◦ ◦ - ◦ - ◦ - 強靭性、自己潤滑性 自動車、食品包装、釣り糸など
ポリアセタール POM 80～120℃ ◦ - ◦ - ◦ ◦ - - ◦ ◦ ◦ - ◦ - - - 弾性率、耐衝撃性、自己潤滑性 自動車、文具·雑貨類など
ポリカーボネート PC 120～130℃ ◦ ◦ ◦ - - ◦ ◦ - ◦ - - - - ◦ ◦ - 透明性、耐衝撃性 CD/DVD、光ファイバ、スーツケース
ポリブチレンテレフタレート PBT 60～140℃ ◦ - - - - - ◦ ◦ - ◦ ◦ - - - - ◦ 耐油性、耐摩耗性 電気電子部品、自動車
変性ポリフェニレンエーテル m-PPE - - - - - ◦ ◦ - ◦ ◦ - ◦ ◦ ◦ - - ◦ 不透明、耐油性、耐摩耗性 電気電子部品、自動車、水回り部品

スーパーエンジニアリング樹脂

ポリスルホン PSU 160℃ ◦ - ◦ - - ◦ - ◦ - - - ◦ ◦ - - ◦ 透明性、耐加水分解性 精密機械部品、人工透析膜、
ポリエーテル·サルフォン PES 180～190℃ ◦ - ◦ - - ◦ - - ◦ - - ◦ ◦ - - ◦ 食品容器衛生規格（厚生省告示 20号）に合致 電子部品、調理用具、耐熱塗料など
ポリフェニレン·スルファイド PPS 200～220℃ ◦ - ◦ - ◦ ◦ - ◦ - - ◦ - - - - ◦ 金属との密着性がよい 電子部品、精密機器部品、コーティング材料
ポリアリレート PAR 140℃ ◦ - ◦ - - - - ◦ - - ◦ - - ◦ - ◦ ばね弾性、耐摩耗性 電気関連部品、容器など

熱硬化型樹脂

フェノール樹脂 PF 150℃ ◦ - - - ◦ - - - ◦ - - ◦ - - - ◦ 金属代替部品に最適 車載部品、塗料、半導体封止材など
エポキシ樹脂 EP 150～200℃ ◦ - ◦ - ◦ ◦ - ◦ ◦ - - ◦ ◦ - - - 接着力が大きい IC封止材、塗料、接着剤など
ポリウレタン樹脂 PUR 90～130℃ - - ◦ - - - - - - - ◦ - - - - - 発泡体、接着剤に適用 建材、断熱材、接着剤など
メラニン樹脂 MF 110～130℃ - - - - - - - - ◦ - - - - ◦ - - 光沢あり、耐摩耗性、焼付塗料 自動車、電気製品（塗装剤として）
不飽和ポリエステル樹脂 UP 130～150℃ ◦ - - - ◦ - - ◦ ◦ ◦ - - - - - - 紫外線硬化する 化粧板、塗料、浴槽など

合成高分子樹脂の分類

合成高分子樹脂（プラスチック）は樹脂の種類の一つに属します。樹脂の種類
は「天然樹脂」と「合成樹脂」に分けられ、この「合成樹脂」がプラスチックとな
ります。なお「天然樹脂」は植物由来と動物由来の2種に区別できます。
一方、「ポリマー」は天然高分子と合成高分子に分けられ、プラスチックの必
須構成成分になります。プラスチックの作り方は、原油に含まれる「ナフサ」
を蒸留で抽出し、そこから「ポリマー」、「ペレット」といった工程を経て、成形
工場でプラスチックとなります。なお、JISにおいては、樹脂はプラスチック
の原料、プラスチックは成形品と明確に定義されています。

合成高分子樹脂（プラスチック）について
合成高分子樹脂の概要

分類 耐熱性 特徴

熱可逆性
樹脂

汎用プラスチック 100℃未満 電気製品など幅広く汎用されている。プラスチック生産
量の80%を占める。

汎用エンジニアリング樹脂 100℃以上 強度、耐久性を要求される部品に使用されている。

スーパーエンジニアリング樹脂 150℃以上 汎用エンジニアリング樹脂よりさらに高い熱変形温度
で長期使用が可能。

熱硬化型樹脂 - 単独あるいは硬化剤を混合し加熱すると硬化反応が起
こり硬化物となる。

合成高分子樹脂（プラスチック）

熱可逆性樹脂合成
樹脂 熱硬化性樹脂

植物性天然
樹脂 動物性

樹
脂
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環境問題に関する製品紹介

生分解性プラスチックの評価事例

生分解とは？

植物由来の生分解性プラスチックであるポリ乳酸(PLA)は、重合体の異性体比が分子量とともに結晶性に影響し、強度、
耐衝撃性、透明性、生分解性が異なります。

生分解性プラスチックの結晶性評価
プラスチックは結晶性が高いと耐薬品性が良くなり、結晶性が低いと、透明性、塗装・接着性が良くなる等、使用用途に応じて
作り分けられます。冷却速度の違いにより結晶化がことなることがDSCによって確認できます。

＊	構成モノマーである乳酸は不斉炭素をもつことから、光学異性体が
存在します。

	 PLA樹脂サンプルのDSCの比較測定結果は別途お問合せください。

示差走査熱量計（DSC）
NEXTA DSC200
日立ハイテクサイエンス

5,600,000円(税抜)～

●	結晶化度の差異の判別
●	結晶化の起こりやすさの差異
●	目的の結晶化度に合った冷却条件の検討

特 徴

冷却速度が遅いほど、融解ピーク(熱量)が大きくなっており、結晶化度が高いことがわかります。

測定結果（例：結晶化度の比較）

微生物の働きで有機物が水と二酸化炭素まで分解されることで自然界へ循環すること。

有機物（CxHyOz）
扌

MEMO

測定例　結晶化度の比較

生分解性プラスチックの評価事例
生分解性プラスチックの結晶性評価

示差走査熱量計
（DSC）
NEXTA DSC200

生分解性プラスチック（ポリ乳酸PLC）の結晶性の測定が可能です。

● 結晶化度の差異の判別
● 結晶化の起こりやすさの差異
● 目的の結晶化度に合った冷却条件の検討

測定例　結晶化度の比較

価格は別途お問合せください

冷却速度が遅いほど、融解ピーク(熱量)が大きくなっており、結晶化度が高いことが
わかります。

QR

日立ハイテクサイエンス

環境問題に関する製品紹介
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10℃/min冷却処理後
急冷処理後

1℃/min冷却処理後
0.1℃/min冷却処理後

構成モノマーである乳酸は不斉炭素をもつことから、
光学異性体が存在します。

植物由来の生分解性プラスチックであるポリ乳酸(PLA)は、重合体の異性体比が分子量とともに結晶性に
影響し、強度、耐衝撃性、透明性、生分解性が異なります。

装置について

測定結果（例：結晶化度の比較）

M e m o
生分解とは？

微生物の働きで有機物が水と
二酸化炭素まで分解されるこ
とで自然界へ循環すること

引用先：日立ハイテクサイエンス
Technical Report TA No.31 熱分析・粘弾性測定

融解ピークの
違いを確認
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環境問題に関する製品紹介

生分解性プラスチックの評価事例

生分解性プラスチックの生分解度評価
生分解性プラスチックの生分解性を簡単にスクリーニングします。
プラスチック、繊維、樹脂、ゴム、塗料、接着剤、機能材料、化粧品、マイクロビーズなどが対象となります。

生分解性試験装置
OxiTop IDS Aシリーズ
セントラル科学

1,194,000円（税抜）〜

低温恒温器
INE800
ヤマト科学

662,000円（税抜）〜

●	試作品の生分解性を安価にスクリーニング
●	測定途中の経時変化を表示
●	複数サンプル（最大100検体）を同時測定
●	測定期間は30分～180日まで選択可能

特 徴

Multi3620
（通信端末）
264,000円（税抜）〜

試験結果
OxiTopを使用した生分解性試験

※標準試験法を模倣した試験を行えます

※	6本または12本セットから、お選び
	 いただけます

インキュベータ20～25℃など、
一定温度・期間による培養　　　　

(スターラー付きラックで攪拌)

143L

温度制御範囲
0～60℃

主な標準試験法
ISO 14851（JIS K 6950）

OECD 301F

閉鎖呼吸計を用いて酸素消費量を測定して、プラスチック材料の生分
解度を求める方法

生物化学的酸素要求量（BOD）と理論酸素要求量(ThOD)の比から生
分解度を求める方法

「生分解性プラスチック」豆知識
「生分解性プラスチック」は、通常のプラスチックと
同様の耐久性を持ち、使用後は自然界に存在する微
生物の働きで最終的にCO₂と水にまで完全に分解
されるプラスチックと一般的に定義されています。
生分解性プラスチックに適した品目としては、使用
後は回収できないような品目で、その使用環境で生
分解することが最適な用途（使用場所）になります。
しかし、生分解プラスチックの分解可能な環境はそ
れぞれ異なってきます。例えば、有名な生分解プラ
スチック（PLA/ポリ乳酸）はコンポスト（高温多湿）
では生分解されますが、水環境では生分解されにく
い特徴があります。このように、用途の仕分けが次な
る問題としてあがってきます。
一方、理想的な「生分解性プラスチック」の特性は、使
用時は物性が安定しており、使用後は分解が促進す
ることが必要です。しかしこれは「物性の安定性」に
おいてトレードオフの関係にもなります。
このように「用途の仕分」と「特性改善」の関係性を築
くことが「生分解性プラスチック」の活用発展につな
がるでしょう。

MEMO
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環境問題に関する製品紹介

FT-IRを用いたマイクロプラスチックの分析評価
マイクロプラスチックの粒子径サイズにより、測定機器が異なります。数100um程度の目に見える大きさの場合はベンチトッ
プのSummit Xで対応可能です。より小さなものを連続測定する場合は顕微専用機のiN10 MXでマッピングにも対応出来ます。

フーリエ変換赤外分光装置FT-IR
Nicolet™ Summit X
ヤマト科学

5,300,000円(税抜)～*¹

顕微FT-IR
Nicolet™ iN10MX
サーモフィッシャーサイエンティフィック

18,500,000円(税抜)～

マイクロプラスチックの評価事例

測定できる粒子径サイズ 数10µm以上の場合

測定できる粒子径サイズ 数100µm程度の場合

ピンセットでつまめる程度のサイズのプラスチック粒子を
1回反射ATRのクリスタルに載せて測定し、判別します。

プラスチック種別の判別

●	河川マイクロプラスチック調査ガイドラインに基づいた
分析に対応

●	ATRアクセサリで数100µm程度の粒子も分析可能
●	廃プラスチックの詳細選別やリサイクルプラスチック

のグレード判定にも最適

特 徴

●	海洋、河川水中の数10µm以上のマイクロプラスチック
測定が可能

●	高速マッピング測定と粒子解析機能で測定
●	廃プラスチックの詳細選別やリサイクルプラスチックの

グレード判定にも最適

特 徴

OMNIC Paradigmソフトウェア（標準搭載）

測定条件の設定、測定、データ解析、データ補正、ライブラリ
サーチ、など様々な機能を実装しています。

ポリプロピレン

ポリスチレン

セルロース

ポリスチレン

粒子の種類・数・サイズの情報が得られます

◦ポンプやポリタンクを用いて、河川などの水を採水
◦プランクトンネットを用いて、現地にてろ過・回収現地で採水

◦ろ過により、持ち帰ったサンプルをフィルターに捕集
◦ヨウ化ナトリウムを用いて比重分離を行い、上澄みを採取ろ過・分離

◦過酸化水素を用いて酸化精製し、測定用フィルターで最終ろ過
◦乾燥させてサンプル完成最終ろ過

パーティクルウィザードを用い、フィルター上の任意の
場所でエリアマッピングを実施

サンプル可視画像 成分ごとに色分け

測定

➡
解析

➡

赤外光源/

レーザー/干渉計

安心の
10年保証

＊1 アクセサリー1回反射型 
ATR Everest™ ダイヤ
モンドクリスタル仕様
を含む
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FT-IR分析のサンプル前処理について
マイクロプラスチックの分析を正確に行うためには、サンプリングの夾雑物の影響を最小化するための適切な前処理を行う
ことが必要です。

環境問題に関する製品紹介

マイクロプラスチックの評価事例

純水製造装置オートスチル
WG252
ヤマト科学

523,000円(税抜)

●	蒸留水、イオン交換水共にA4レベルの水質
●	ディスペンサー方式採用によりハンディ採水とマグネッ

トによる容器サイズに合わせた固定採水が可能
●	ワンタッチ継手により、イオン交換樹脂を簡単交換

特 徴

採水方式　イオン交換→蒸留→ろ過
採取純水　イオン交換水・蒸留水
製造量　　約1.5L/h
寸法　　　W540×D570×H775mm

仕 様

ホットプレート付きマグミキサ
MFH800
ヤマト科学

119,000円(税抜)

●	強磁力なので従来より高粘度のサンプルにも使用可能
●	アルミブロックが取付可能なホットプレートタイプ

特 徴

回転数範囲　　50～1600rpm(10rpm単位で設定)
温度制御範囲　室温+25℃～310℃（1℃単位で設定）
耐荷重　　　　30kg以下
寸法　　　　　W165×D275×H90mm

仕 様

定温乾燥器
DVS403
ヤマト科学

185,000円(税抜)

●	風で飛散しやすいサンプルにも有効な自然対流式
●	プログラム運転など多機能を装備
●	自己診断回路など安全機能が充実した装置

特 徴

温度制御範囲　室温+5～260℃
容量　　　　　99L
内寸法　　　　W450×D490×H450mm
外寸法　　　　W560×D601×H820mm

仕 様

前処理のプロトコル（例）
❶	サンプリング
❷	ろ過と酸化処理（汚染分解除去）
❸	比重分離
❹	ろ過
❺	ろ過したサンプルの乾燥
❻	FT-IRで分析

❶	サンプリング
❷	比重分離
❸	ろ過
❹	ろ過したサンプルの乾燥
❺	FT-IRで分析

詳細は別途お問合せください。

水中のマイクロ
プラスチックの場合

堆積物のマイクロ
プラスチックの場合
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環境問題に関する製品紹介

有機微量元素分析装置を用いた再生合成高分子樹脂の元素分析
Duma燃焼法に基づき、再生合成高分子樹脂（ポリマーやプラスチック）の元素分析（窒素、炭素、水素、硫黄、酸素）の定量を精
度よく測定します。

有機微量元素分析装置
FlashSmart™
サーモフィッシャーサイエンティフィック

11,800,000円(税抜)～

●	粗精製物や混合物でも容易に分析可能
● 改良デュマ法を基本原理とした拡張可能なシステム
● 1試料5～10分で自動分析
● 広い測定範囲100ppm-100%
● クリーンな乾式分析法で、排気設備の必要なし

特 徴

再生合成高分子樹脂の評価事例

測定元素	 炭素、水素、窒素、硫黄、酸素
		  (仕様により測定元素は異なります)

試料形態	 固体・液体
寸法		  W624×D593×H499mm
重量		  63kg（単一炉型基本ユニット）

仕 様

窒素化合物は再生合成高分子樹脂の製造工程で重合反応させるための添加剤として役立っています。今回は、ペレット中のポ
リカーボネートの窒素の定量をおこないました。各サンプルとも、精度よく測定できていることが確認できます。

近年、硫黄の定量も重要性が高まっています。
今回は、プラスチック粉末の硫黄の定量をおこないました。

硫黄定量測定結果（3回測定）

窒素定量測定結果（2回測定）

窒素/測定系

サンプル：プラスチック粉末、サンプル量：0.5～3mg/回

サンプル：ペレット中のポリカーボネート、
サンプル量：150～170mg/回

窒素の測定

硫黄の測定
炎光光度検出器FPD

５～10ppmの低濃度硫黄分析が可能

オプション

Sample 1 2 3 4 5

N % 0.675
0.678

0.656
0.651

0.617
0.622

0.113
0.111

0.110
0.111

RSD % 0.314 0.541 0.571 1.263 0.640

Sample 1 2 3 4

S ppm
562
582
566

58
54
60

39
42
48

2366
2335
2370

RSD % 1.857 5.329 10.657 0.813
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デジタルマイクロスコープを用いた合成高分子樹脂の表面異物の観察
再生プラスチックを成型加工した場合、コンタミや異物の混在の可能性があります。中でも、電子顕微鏡などの観察装置で区
別しにくい表面異物においては、デジタルマイクロスコープを用いることによって、色別し、判別することが可能となります。

三次元計測X線CT装置を用いた合成高分子樹脂の内部観察
プラスチックの成型加工品の内部観察に有用です。繊維強化プラスチックの剛性、有効弾性率、荷重伝達能力などの材料特性は、
フィラーの配向と長さ分布によって決定される為、フィラー配向の評価に最適です。また、射出成型品内部の空孔の有無や大
きさを非破壊で確認することは、成型加工品の品質向上につながります。

成型加工の検査に関する製品紹介

デジタルマイクロスコープ
HRX-01
ハイロックス

4,500,000円(税抜)～

三次元計測X線CT装置
TDM1001-II
ヤマト科学

49,000,000円(税抜)～

●	最高倍率7000倍
●	カラー観察、2D/3D計測も可能
●	テレセントリックレンズで10倍～で高精度計測

特 徴

●	表面、内部の両方を観察・測定できる
	 複数の断面画像により、対象物全体または一部分の三次元形状を再

構成することが可能

●	非破壊で観察・測定できる
	 不良の詳細確認のための破壊前に、観察すべき箇所を特定すること

が可能

特 徴

合成高分子樹脂の表面を観察する

合成高分子樹脂の内部を非破壊で観察する

色の違いから異物と判断異物観察例

対象の異物サイズ
100µm以上

① 樹脂中のカーボンフィラー
目的：樹脂中の繊維配向の観察および解析

高コントラスト
分解能を実現
従来のX線CT装置では
見えないとされていた軽
元素素材の観察が可能

サンプルを
非破壊で観察
樹脂成型品内にある欠
陥（ボイドやクラック）
を非破壊で観察が可能

② 樹脂コネクタ
目的：樹脂成型品の欠陥の観察

拡大
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環境性能試験に関する製品紹介

耐候性試験装置の進化
開発樹脂の自然劣化試験を時間短縮することでき、新規樹脂開発の促進につながります。自然劣化時間は通常の約100倍近く
の促進をすることができる、新仕様「メタルハライドランプ式」の耐候性試験装置のラインアップが有用です。

●	搭載しているメタルハライドランプ照射の促進倍率は、
他の方式のおよそ10倍

●	大型の試料面積 200×800mmを実現
●	メタルハライドランプ式を用いた促進耐候性試験「JIS

規格*²」が新制定。SUV-W161のみ対応

特 徴

●	試料枠を選定することで照度の制御範囲と試料の取付
枚数を変更できます

●	ASTM D7869*¹対応の高機能タイプもございます

特 徴

合成高分子樹脂の自然劣化の再現時間を短縮

耐候性試験装置
アイ スーパーキセノンテスター®XER-W83
岩崎電気

価格は別途お問合せください。

キセノンランプ式

耐候性試験装置
アイ スーパーUVテスター®SUV-W262
岩崎電気

価格は別途お問合せください。

メタルハライドランプ式

＊2 JIS A 1501：樹脂製建具のメタルハライドランプによる
	 促進耐候性試験方法

＊1 ASTM D7869 輸送コーティング用の光と水への暴露を強化したキ
セノンアーク暴露試験のための標準的な方法（2013年規定）

過去から蓄積されたデータを今もなお必要とされている。
カーボンアーク式（紫外線カーボンアーク式、サンシャインカーボンアーク式）

海外ではキセノンランプ式が主流。ISO規格はキセ
ノンランプ式が主流、JISへの採用も増加。

キセノンランプ式

促進倍率は他の方式のおよそ10倍。光学フィルター
により波長295～450nm以外をカット。

メタルハライドランプ式

グローバル化、メンテナンス性向上、環境保全

試験の促進性向上

色差結果例 （同じ値になるまでの目安）

時間 日数

屋外暴露 10000 420

カーボンアーク式 1000 42

キセノンランプ式 1000 42

メタルハライドランプ式 100 4

試料枠を取り付けた本体の外観
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機械試験による合成高分子樹脂の応力ひずみを画像確認
「JIS K7161プラスチックの引張特性」をはじめとした様々な力学的試験に対応しています。Video伸び計では非接触にて試
料の伸び計測、ひずみ分布の取得が可能です。

環境性能試験に関する製品紹介

テンシロン万能試験機
RTHシリーズ 
エー・アンド・デイ

価格は別途お問合せください。

●	試験機等級0.5級の高精度モデル
●	最大荷重容量 2.5kN～300kN
●	サンプリング速度 0.2msec

特 徴

テンシロンオプション
Video伸び計 ONE
エー・アンド・デイ

価格は別途お問合せください。

●	画像による試料の伸長を計測
●	テンシロンのソフトウェアに連動
●	高精度カメラによる高分解能
●	カメラは2.3/5/9MPxの3種から選択

特 徴

合成高分子樹脂の機械試験をおこなう

UL94難燃試験 排気対応：ヒュームフード
難燃性試験UL94は、UL（Underwriters Laboratories Inc）が認定する「装置および機器のプラスチック材料の燃焼試験規格」
です。プラスチックの難燃性（自己消炎性）を評価する試験に最適なヒュームフードです。

ヒュームフード
GF1シリーズ
ヤマト科学

価格は別途お問合せください。

●	燃焼試験時に必要な無風状態が可能（風量切替）
●	試験後の清掃（拭き取り）が容易な内装材SUS仕様
●	調光式LED照明搭載可能
●	精密空調機による温湿度管理も対応

特 徴

合成高分子樹脂の難燃性試験をおこなう

①曲げ試験（内側、外側の歪差）

②引張試験によるポアソン比

難燃性試験（イメージ）

③DIC*¹による歪測定比

＊１ デジタル画像相関法

Video伸び計ONEを使った用途例

内側

外側

水平試験 垂直試験
ガーゼ

試験片
燃焼速度測定範囲

試験片

金網

45°
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二次元・三次元微細形状測定機
Surfcorder ETシリーズ

最大サンプルサイズ Φ160×52mm
最大試料積載重量 2kg
分解能 Z：0.1nm  X：0.1µm

小坂研究所
●直動式検出器を搭載した真の
プロファイラー

バイオプラスチックについて教えてください。Q

Q&A プラスチック関連装置

詳しくはWebで

パワー半導体実装基板 熱特性評価・解析装置
TE100

温度測定分解能 ≧0.01℃
対応試験片サイズ 30mm
TEGチップ 発熱密度：1kW/cm²

昇温速度：1.4×104K/sec
耐熱温度：400℃以上

ヤマト科学
●TEGチップを用いたパワエレ基盤の熱抵抗評価
●実効的なモジュール構造の熱抵抗の特性評価が可能

詳しくはWebで

国際標準
ISO4825-1：2023

準拠

TEGチップは
オプションになります

ヤマト科学でデモができる製品紹介

価格1,260,000円(税抜)

小型プラズマ装置
PM100

チャンバ寸法 内径φ100mm×L160mm
外寸法 W310×D300×H448mm
重さ 約16kg
ユーティリティ 真空ポンプ別途必要

ヤマト科学
●マイクロ流路デバイスの作成ツール
●シンプルな構造で簡単操作が可能

詳しくはWebで

ハードウェアリモート装置 IP-KVM
CN9000シリーズ

価格161,000円(税抜)～

ATENジャパン
●ネットワークから外れたPCをリモート化
●古いOS、異なるOSも可能
●リモートソフトウェア不要

分析装置制御PC

IP-KVM
スイッチ

リモート用PC

ネットワーク

事務所 研究室

ここにセット
するだけ！

接続イメージ ＊最大64のID登録、32の同時アクセスが可能

IP-KVM
ケーブル

この間、ネットワーク
接続はしていません

詳しくはWebで

バイオプラスチックは、「生分解性プラス
チック」と「バイオマスプラスチック」の
二種に分けられます。
「生分解性プラスチック」は、堆肥化施設
などの土壌環境に置くと数か月間かけて
微生物が分解して土に還る、サステナブ
ルなプラスチックです。原料は化石燃料
由来とバイオマス資源由来の2種類あり
ますが、有名なものとしてポリ乳酸（PLA
樹脂）があげられます。化石資源由来とバ
イオマス資源由来の2種類があります。
一方、「バイオマスプラスチック」は自然界に存在する植物などのバイオマスを利用した
プラスチックです。自然界を利用したカーボンリサイクルのため、「カーボンニュートラル」
なプラスチックになります。

化石資源

バイオマス

生
分
解
性

非
生
分
解
性

生分解性
プラスチック

従来の
プラスチック

バイオマス
プラスチック

型式 CN9000 CN9600 CN9950
画像出力方式 VGA DVI-D Display Port
寸法/重量 W200×D155×H29mm/約0.85kg


